
   
 

 
 

 
 

 

 

 

 

日本語学級の 
子ども達と 
メル友開始 

No３５ 2021／03／01 

発行：鳥取県モンゴル 

中央県親善協会 

 令和2 年11 月22 日に「中国＆モンゴ

ルを楽しもう」のイベントが境港市の夢み

なとタワーで開催され、当協会がモンゴル

のブースを担当しました。 

 モンゴルの歌やモンゴル語のミニ教室を

開いたり、ゲルで過ごしたり、楽しんでい

ただきました。 

 

 

  
モンゴルの民族衣装 デールで 

おもてなし ゲルでわいわい！ 

モンゴル文字で 

名前を書こう 

(財)鳥取県観光事業団SANKO

 新型コロナウィルス感染拡大

のために今年は子どもたちを鳥

取に招く事業が中止となりまし

た。そこで、日本語学級の子ど

も達の学習を鳥取からサポート

するため、会員有志や協力者16

人でメル友を始めました。 

モンゴルの学校が休校やオン

ライン授業になる中、日本語学

級も閉講・再開を繰り返してい

ます。日本語学級に設置したパ

ソコンで、7･8 月は15 人、9

～11月は22人の生徒とメール

の交換をしました。 

日本語学級生からメル友の

会員に届いたメール 

  



   
 

 

 

 

 



   
 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
   

  

 

 

 



   
 

 

 

国際交流財団のビャンバさんに教えていただきました。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

日本で「断髪式」と聞くとお相撲さんを思い浮かべますが、モン

ゴルではデール（民族衣装）を着た可愛らしい子どもが、お爺ちゃ

んやお祖母ちゃんにハサミをいれてもらう姿を思い浮かべます。 

モンゴルでは、生後３歳まではまだ前世と繋がっていて、繊細な

赤ちゃんを守るのが髪だとされています。そこで、一人で歩けるよ

うになり、しゃべれるようになるまで髪にハサミを一切入れないと

いう習慣があります。 

断髪式は前世と離れ、現世を生きる第一歩です。この世で一人の

人として、健康ですくすく成長してほしいという願いが込められて

います。日本の七五三に似ていますね。 

モンゴル文化紹介 

 

このイベントは、残念ながら

台風のために中止になりま

した。 

留留学学生生、、元元気気でですす！！  

毎年、小学校などで子ども達

にモンゴルについて紹介して

いますが、今年は一回だけでし

た。コロナ終息後にはもっと出

向きたいと思っています。 

 

12 月には、鳥取県が留学生

に鳥取の魅力を伝えるモニター

ツアーに参加し、初めて大山に

登りました。自然は本当に感動

的でした。  

モンゴル中央県から鳥取大学に留学中のツァガンオールです。３

年生になりました。昨年はコロナ禍で、授業は前期は全てオンライ

ン。誰とも会えずとても大変でした。後期は対面授業も少しずつ増

えました。クラブ活動などさまざまな活動が中止となりましたが、

ピアノなどできる事を始めました。 

男の子は数えの3歳と5歳の

秋、女の子は数えの2 歳と4 歳

の春に盛大に行われます。 

日取りや髪に手をつける一番

手を干支の縁起で選び、親せき

や友達を招きます。 

一番手が木で形作ったハサミ

で髪を軽く撫でてから髪にハサ

ミを入れ、参列者の年齢の大き

い順に髪を切っていきます。 

切り終わったら丸刈りにし 

「銀頭」(ムングン トルゴイ） 

と呼んで可愛がります。 

私も2 人の娘の断髪式を 

鳥取で行いました。子ども達 

には母国の文化を誇りに思っ 

て欲しいです。 

  

子どもの断髪式 

 

 
 

 世界のマザーサロンＨＰから転載 


